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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年7月29日(2010.7.29)

【公表番号】特表2010-503612(P2010-503612A)
【公表日】平成22年2月4日(2010.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-005
【出願番号】特願2009-517375(P2009-517375)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  25/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  59/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ   1/00     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ   9/00     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｍ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  25/10    　　　　
   Ａ０１Ｎ  59/00    　　　Ｚ
   Ａ０１Ｐ   7/04    　　　　
   Ｄ０３Ｄ   1/00    　　　Ｚ
   Ｄ０３Ｄ   9/00    　　　　
   Ｄ０３Ｄ  15/00    　　　Ｅ
   Ａ０１Ｍ   1/20    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月9日(2010.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微細突起付の表面を有することを特徴とする害虫防除材。
【請求項２】
　前記微細突起は吸収材から構成されることを特徴とする請求項１に記載の害虫防除材。
【請求項３】
　前記吸収材は昆虫外表皮から蝋を吸収することを特徴とする請求項２に記載の害虫防除
材。
【請求項４】
　害虫用誘引剤を含むことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の害虫防
除材。
【請求項５】
　病原体を組み込むことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の害虫防除
材。
【請求項６】
　微細突起付き表面を有する害虫防除材を利用することを特徴とする害虫防除方法。
【請求項７】
　前記害虫防除材が請求項１ないし５のいずれか１項に記載の害虫防除材から構成される
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ことを特徴とする請求項６に記載の害虫防除方法。
【請求項８】
　前記害虫防除材を害虫に対してのバリアとして利用することを特徴とする請求項６ない
し７のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項９】
　前記害虫防除材を人間用衣服として利用することを特徴とする請求項６ないし８のいず
れか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項１０】
　前記害虫防除材を、植物を保護するために利用することを特徴とする請求項６ないし８
のいずれか１項に記載の害虫防除方法。
【請求項１１】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の害虫防除材から構成することを特徴とするフ
ィルタ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のフィルタから構成される、或いは前記フィルタから構成されるよう
に設計されることを特徴とする空調システム、掃除機、及びその他のフィルタを利用する
装置。
【請求項１３】
　害虫防除材が微細突起を有することを特徴とする害虫防除材の製造方法。
【請求項１４】
　微細突起が表面に付くように研磨材及び／又は吸収微粒子を基質に塗るステップを含む
ことを特徴とする請求項１３に記載の害虫防除材の製造方法。
【請求項１５】
　毛糸や糸や網や織物や編み物や不織物や合成素材等の天然、化学繊維、またはその組み
合わせからなる織生地を基質に利用することを特徴とする請求項１４に記載の害虫防除材
の製造方法。
【請求項１６】
　ラテックス、アクリル樹脂、及び熱可塑性・熱硬化性の接着剤などの適切な、従来使わ
れている織物用塗布剤を塗布剤として利用するステップを含むことを特徴とする請求項１
５に記載の害虫防除材の製造方法。
【請求項１７】
　前記微細突起が前記害虫防除材の表面に立つように、前記塗布を薄く被覆するステップ
を含むことを特徴とする請求項１４ないし１６のいずれか１項に記載の害虫防除材の製造
方法。
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